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The aim of this paper is to show the foundation of the performance.
We base our playing of musical pieces on some kind of foundation, one of which is
interpreting a musical piece based on the result of an analysis. This paper is an analysis and
interprets Johann Sebastian Bach's Die Dreistimmige Sinfonien - Sinfonia 14 B dur BWV 800.
Both the structure of the musical piece and the elements that make up the theme were
examined in detail to clarify how these elements have been used aside from as the theme.
By reading the intention of the composer through this analysis, the tempo, the climax, the







演奏解釈」1）と題し､「第１番 ハ長調 BWV 7722）」から「第 11 番 ト短調 BWV 782」まで
の 11 曲を、「豊橋短期大学研究紀要 第 2号」から「同第 12 号」の各号に、それぞれ楽曲分析し
演奏解釈した。また、「第 12 番 イ長調 BWV 783」から「第 15 番 ロ短調 BWV 786」まで
を、「豊橋創造大学短期大学部研究紀要 第 14 号」から「同第 17 号」に、同じく楽曲分析し演奏
解釈した。続いて、「J.S. バッハ作曲『三声シンフォニア』の楽曲分析と演奏解釈」と題し、「第
1番 ハ長調 BWV787」から「第 11 番 ト短調 BWV 797」を、「豊橋創造大学短期大学部研究
紀要 第 19 号」から「同第 29 号」に、楽曲分析し演奏解釈した。加えて、「J.S. バッハ作曲『三
声シンフォニア』の楽曲分析と演奏解釈」と題し、「第 12 番 イ長調 BWV798」と「第 13 番
イ短調 BWV799」を、「東海学園大学研究紀要 第 20 号 人文科学研究編」及び「同第 21 号
同編」に、楽曲分析し演奏解釈した。
本研究は、以上に述べた分析をもとに、研究対象を「J.S. バッハ作曲『三声シンフォニア』第













「Sinfonia 14」は、24 小節で構成された曲である。テーマは、17 回現れ、ストレッタがいたる
ところに出現している。また、テーマは、四種類ある。定まった対旋律はない。
「W.F. バッハのための小曲集」(藤本逸子、1985)において、この「Sinfonia 14」にあたるのは、
東海学園大学紀要 第 22 号45
56 番めの曲で「Fantasia 8」（BWV 800）と題されている。「Sinfonia 14」と「Fantasia 8」の間に
は、表Ⅰに示した 3か所に違いが見られる。














「Sinfonia 14」 「Fantasia 8」
２ 3）中声 4拍め E音4） 装飾音記号有 ２ 中声 4拍め E音 装飾音記号無
19 中声 3拍め A音 B音 C音 19 中声 3拍め G音A音 B音
21 上声 3拍め C音 F音 B音 D音 21 上声 3拍め F音 F音 B音 D音
第１部 １～14（13.5） 第２部 14～24（10.5）
主 題 １～２（2） 主 題 14～17（3）
間奏１ ３ （1） 主 題 17～19（2.5）
主 題 ４ （1） 主 題 20～21（2）
間奏２ ５～６（2） Coda 22～24（3）
主 題 ７～８（2）
間奏３ ９ （1）






























四分音符と八分音符で 2度下行する（c）の反行形（ c）のリズム的に拡大した（ c×）がある。
3)-2 ３中声部の分析
















で 5度下の音で追いかけている。間奏 1 ３同様、ここも掛け合いとなっている。
５）主題７～８の分析
5)-1 ７～８上声部の分析
７で（ c×）と（c）と休符を置き、８で c moll で（T3）を鳴らしている。（T3）は、（T）
と（T2）の混合型である。
5)-2 ７～８中声部の分析










（c′）で c moll のⅤの構成音を鳴らした後、二分音符で主音、四分音符で導音と連なり、
次の主題部の主音につなげている。
6)-2 ９中声部の分析
上声部同様（c′）で c moll のⅤの構成音を鳴らした後、（b）（c′）（d）と続いている。上声
部と下声部は、典型的な c moll のカデンツの動きをしているが、中声部は、F dur への転調
の準備をしている。
6)-3 ９下声部の分析


























d moll の主題（T3）である。ここも、10同様、F dur に落ち着くかに見えて、あわただし
























）と連なり、カデンツのバスらしい d moll の属音の 1オクターブの跳




14～15に c moll の（T2）がある。この（T2）は、Es 音で終わる。このEs 音の 1オクター
ブ上のEs 音を四分音符で伸ばした後、（d←）（ c）（c″）（b）（c″）（ c）と続き、この間に、c
moll、B dur、Es dur と転調している。
1)-2 14～17中声部の分析
第 2部の始まりから、15の 3 拍め前半まで休符である。上声部の（T2）の最後の音に重ね
て、中声部の（T2）が始まる。この（T2）は、B dur である。（T2）終了後、F音を保持し、
17で Es dur の導音と主音を鳴らして、Es dur に終止している。
1)-3 14～17下声部の分析
間奏でたびたび用いられている（b́）と（ć）の組み合わせで第 2部を始めている。15で
は、（b）（ c）（b）（b）と並び、16では、（b）（c″）と続いた後、（T1）が、Es dur で出現する。
２）主題17～19の分析
2)-1 17～19上声部の分析








































東海学園大学紀要 第 22 号51
校訂者 テンポに関する指示
Hans Bischoff Allegretto a ＝ 76
Ferruccio Busoni Moderato
Alfredo Casella Moderato e tranquillo




見えない。表Ⅲの 12 人による 13 種の演奏時間を見ると、1分 8秒～2分 10 秒の開きがあるもの
の最短時間と最長時間には、2倍以上の差はない。
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Ignaz Friedman Andante con moto
William Mason Andante con moto
Bruno Mugellini Allegro molto moderato a ＝ 76
Willard A.Palmer Andante con moto a ＝ 60～76
Blanche Selva Bien modere
井口 基成 Andante con moto
市田 儀一郎 Moderato a ＝± 65
園田 高弘 Andante
高木 幸三 Andante con moto a ＝ 48～63
寺西 基之 Allegretto a ＝ 76
中井 正子 a ＝ 52～62
演奏者 録音年 楽器 演奏時間
Simone Dinnerstein 2013 年 ピアノ 2分 10 秒
Christoph Eschenbach 1974 年 ピアノ 1分 45 秒
Gienn Gould 1964 年 ピアノ 1分 08 秒
András Schiff 1977 年 ピアノ 1分 09 秒
1983 年 1 分 10 秒
Peter Serkin 1995 年 ピアノ 1分 31 秒
Valery Lloyd-Watts 1993 年 ピアノ 1分 29 秒
江崎 昌子 2012 年 ピアノ 1分 57 秒
清水 和音 2006 年 ピアノ 1分 14 秒
高橋 悠治 1977 年～1978 年 ピアノ 1分 32 秒
田村 宏 不明 ピアノ 1分 46 秒
渚 智佳 2010 年 ピアノ 1分 54 秒





















































































































第 2部は、c moll で始まる。14～17の間に、（T2）（T2）（T1′）と、3回主題が出てくるが、か
ろうじてストレッタは回避されている。
1)-1 14～17上声部の演奏解釈
14の（T2）は、間奏の cresc.に、そのままのって音量を下げずに始める。15の 3 拍め（T2）
の終わりで dim.し、c moll で mp に一旦納める。15～17は、中声部の（T2）、下声部の（T1′）
に、（d）（b）（a）でリズム的対比をさせながら17で、Es dur に穏やかに到る。
1)-2 14～17中声部の演奏解釈
休符で第 2部を始める。15 3 拍めから、mPで、穏やかに（T2）を始める。16～17は、Ｆ
を保持した後、カデンツの内声らしい落ち着きをもってEs dur の主音に納める。
1)-3 14～17下声部の演奏解釈
（b）（c）で上声部の（T2）を支えている。その中で、14 4 拍め～15 1 拍めの動きは、上
声部（T2）を 1拍遅れで模倣した形となっているので、それを意識したテヌートとする。15










の出だしを明確にする。それに続く主題の冒頭部分と同じ音形の19 4 拍めの C音も強調し、






















上声部と中声部は、両者の 2小節ごとの掛け合いを一つの塊として cresc.し、23 1 拍めの
上声部のB音、中声部のF音を f で、充分響かせる。上声部は、23 2 拍めの B音で、テヌー
トにより再度エネルギーをためて、三十二分音符で一気に 1オクターブ駆け下り、三拍めの
四分音符の B音に停まる。保持した B音の続き、カデンツに入ったら allargando して、B




allargando を経て、B dur の上中音を堂々と響かせる。
4)-3 22～24下声部の演奏解釈
八分音符のアルペジオで、落ち着いて上声部と中声部を支え、23 3～4 拍の典型的な B
dur のカデンツのバスの動きを allargando の中で豊かに響かせ堂々とB dur 主音に到る。
おわりに
この小論に先立ち、東海学園大学研究紀要第 20 号人文科学研究編「J.S. バッハ作曲『三声シ
ンフォニア』の楽曲分析と演奏解釈」において、参考文献にあげた他の類似書と筆者の小論につ















２）BWV＝ Bach-Werke-Verzeichinis W.シュミーダによる J.S. バッハの作品総目録番号。
３）小節数は、数字を で囲むことによってあらわす。例：第 4小節め→４第 3小節めから第 10 小節め→
３～10
４）音名は、原則としてドイツ音名で表す。例：変ロ音→Ｂ音 嬰ヘ音→Fis 音
５）この小論における「Sinfonia 14」に関する楽譜は、Johann Sebastian Bach 2014 Inventionen und
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